
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成21年11月12日

【四半期会計期間】 第87期第２四半期(自  平成21年７月１日

　　　　　　　　 至  平成21年９月30日)

【会社名】 扶桑薬品工業株式会社

【英訳名】 Fuso Pharmaceutical Industries, Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　戸　田　幹　雄

【本店の所在の場所】 大阪市中央区道修町一丁目７番10号

　(上記は登記上の本店所在地であり、実際の業務は下記の場所で行っております。)

　本店事務取扱場所 大阪市城東区森之宮二丁目３番11号

【電話番号】 06-6969-1131(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役総務本部長兼人事部長　　為　房　正　信

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区日本橋本町二丁目４番５号

【電話番号】 03-5203-7101(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役東京第一支店長兼東京事務所長　  松　井　幸　信

【縦覧に供する場所】 扶桑薬品工業株式会社　東京第一支店

　 　(東京都中央区日本橋本町二丁目４番５号)

　 扶桑薬品工業株式会社　名古屋支店

　 　(名古屋市東区泉一丁目３番26号)

　 株式会社大阪証券取引所

　 　(大阪市中央区北浜一丁目８番16号)

　 株式会社東京証券取引所

　 　(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

　

EDINET提出書類

扶桑薬品工業株式会社(E00953)

四半期報告書

 1/31



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第86期

第２四半期連結
累計期間

第87期
第２四半期連結
累計期間

第86期
第２四半期連結
会計期間

第87期
第２四半期連結
会計期間

第86期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成20年
　　７月１日
至　平成20年
　　９月30日

自　平成21年
　　７月１日
至　平成21年
　　９月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (百万円) 23,140 23,549 11,594 11,942 45,901

経常利益又は経常損失(△)(百万円) 254 △ 145 87 △ 73 86

四半期（当期）純損失(△)(百万円) △ 190 △ 578 △ 173 △ 67 △ 931

純資産額 (百万円) ― ― 27,267 24,974 25,772

総資産額 (百万円) ― ― 66,691 64,516 63,891

１株当たり純資産額 (円) ― ― 300.85 275.66 284.43

１株当たり四半期（当期）
純損失金額(△)

(円) △ 2.10 △ 6.39 △ 1.91 △ 0.74 △ 10.27

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 40.9 38.7 40.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,126 1,584 ― ― 1,183

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 1,423△ 1,235 ― ― △ 2,761

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 551 753 ― ― 55

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 5,958 4,237 3,162

従業員数 (名) ― ― 1,330 1,371 1,358

　(注)１.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　 しておりません。

２.売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

　 せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 1,371

(注) 従業員数は就業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 1,371

(注) 従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を医薬品事業の薬効別に示すと次のとおりであります。

　

　　　医薬品事業

　

内訳 金額(百万円) 前年同四半期比(%)

神経系用薬 86 160.2

循環呼吸器用薬 54 115.4

消化器官用薬 266 92.6

ビタミン剤 247 110.5

滋養強壮変質剤 314 81.6

血液体液用薬 6,868 103.6

その他の代謝性用薬 65 106.7

化学療法剤 1 100.0

調剤用薬 202 74.3

その他 1 26.1

医療用機械器具 355 107.2

合計 8,464 92.1

(注) １　金額は、卸売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注状況

受注生産は行っておりません。
　
　

EDINET提出書類

扶桑薬品工業株式会社(E00953)

四半期報告書

 4/31



(3）販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業部門の種類 金額(百万円) 前年同四半期比(%)

医薬品事業 11,882 103.1

不動産事業 60 89.9

合計 11,942 103.0

医薬品事業の内訳 　 　

神経系用薬 91 93.5

アレルギー用薬 28 93.7

循環呼吸器用薬 177 85.1

消化器官用薬 284 91.9

泌尿生殖器用薬 831 90.9

ビタミン剤 244 98.0

滋養強壮変質剤 404 96.2

血液体液用薬 7,714 104.5

その他の代謝性用薬 124 99.9

化学療法剤 21 120.3

調剤用薬 189 102.8

その他 97 120.4

医療用機械器具 1,672 111.1

合計 11,882 103.1

(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

アルフレッサ㈱ 1,596 13.8 1,669 14.0

スズケン㈱ 1,574 13.6 1,572 13.2

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２　【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、事業等のリスクについて新たに発生した事項または重要な変更は

ありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会

社）が判断したものであります。

（1）経営成績の分析

医薬品業界におきましては、医療需要は依然旺盛で、後期高齢者医療制度の存続が注目され、改正臓器

移植法の成立、ｉＰＳ細胞応用の研究進展、そして、世界市場でのＭ＆Ａ戦略による業界再編の動き、加え

て、緊急課題の世界的な脅威に広がるインフルエンザ対応もあり、医薬品業界を取り巻く環境は熾烈を極

めております。

　このような環境のもと、当社グル－プにおきましては、主柱の医薬品事業において、薬価改定の端境期な

がら、前年度までの厳しい新薬価の市場浸透圧力を市場ニ－ズに即応の営業努力によってカバ－し、売上

高１１８億８２百万円を確保し、また、不動産事業も金融危機不況の波及下にもかかわらず比較的安定し

ており、当第２四半期連結会計期間の売上高１１９億４２百万円(前年同四半期比１０３．０％)と増収

基調を堅持いたしております。一方、利益面におきましては厳しい状況で、医薬品事業の売上原価率の引

下げ、研究開発費の負担軽減を中心に販売費及び一般管理費の抑制など収益向上への経営合理化努力を

続けたものの、営業利益は当初目標に届かず６２百万円（前年同四半期は１億６６百万円の利益）と、小

幅の黒字計上にとどまり、株価下落による投資事業組合運用損や円高による為替差損などにより経常損

失７３百万円（前年同四半期は８７百万円の利益）、当四半期純損失６７百万円（前年同四半期は１億

７３百万円の損失）を計上しております。

　

（2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、たな卸資産、投資その他の資産の増加などにより前連結会計

年度末より６億２４百万円増加し６４５億１６百万円に、負債は、仕入債務、借入金の増加などにより１

４億２１百万円増加し３９５億４１百万円に、純資産は、四半期純損失の計上、剰余金の配当による利益

剰余金の減少などにより７億９７百万円減少して２４９億７４百万円となっております。なお、自己資本

比率は１．６ポイント低下しております。

　

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下資金という)は、営業活動により１３

億４６百万円増加し、投資活動により８億７５百万円減少し、財務活動により５億７６百万円増加し、４

２億３７百万円と前四半期連結会計期間末に比べ１０億２７百万円増加しております。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により得られた資金は、１３億４６百万円(前年同四半期比２億５９百万円の減少)となりま

した。これは主に、売上債権が６億９１百万円(同１億２０百万円の増加)減少し、仕入債務が４億２２百

万円(同３億６２百万円の減少)増加し、減価償却費が５億５１百万円(同８百万円の増加)計上されたこ

となどによるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により支出した資金は８億７５百万円(前年同四半四半期比５６百万円の減少)となりまし

た。これは主に、有形固定資産の取得による支出５億９９百万円(同９６百万円の増加)などによるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により得られた資金は、５億７６百万円(前年同四半期比８１百万円の減少)となりました。こ

れは主に、借入金が純額で６億１５百万円(同５億４５百万円の減少)増加したことなどによるものであ

ります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　なお、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内

容等（会社法施行規則第１１８条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。

１. 当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

　当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、当社が企業

価値・株主共同の利益を継続的かつ持続的に確保、向上していくことを可能とする者であることが必要

であると考えております。上場会社である当社の株式については、株主、投資家の皆様による自由な取引

が認められており、当社取締役会としては、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方は、

最終的には株主全体の意思により決定されるべきであり、当社の支配権の移転を伴う買収提案があった

場合、当社株式を売却するかどうかの判断も、最終的には当社株式を保有する株主の皆様の判断に委ねら

れるべきものであると考えます。また、当社は、当社株式について大量買付がなされる場合、これが当社の

企業価値・株主共同の利益に資するものであれば、これを否定するものではありません。

　しかしながら、近年わが国の資本市場においては、対象となる企業と真摯な交渉の機会等を持たず一方

的に、会社の支配権の移転を伴う買収提案等を強行する動きが顕在化しております。そして、株式の大量

買付の中には、その目的等から見て企業価値・株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすもの、株主

に株式の売却を事実上強要するおそれがあるもの、対象会社の取締役会や株主が株式の大量買付の内容

等について検討しあるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時間や情報を提供しな

いもの、対象会社が買収者の提示した条件よりも有利な条件をもたらすために買収者との協議・交渉を

必要とするものなど、対象会社の企業価値・株主共同の利益に資さないものも少なくありません。当社の

経営にあたっては、当社の企業理念、企業価値の源泉等への十分な理解が不可欠であり、これらに対する

十分な理解がなければ、当社の企業価値・株主共同の利益を確保、向上させることはできません。

　とくに、当社の企業価値の源泉は、①生命維持の基本となる輸液や透析剤等の血液体液用薬を、あらゆる

障害や災害下にあっても安定的な供給を可能とする生産・供給体制、②人工腎臓用透析液を主力とする

血液体液用薬事業を通じて構築した日本全国の病院との広範かつ強固なネットワーク、③人工腎臓用透

析液を主力とする血液体液用薬市場における“ぶどうのマーク”や“キンダリー”の高いブランド力、

④社会において「なくてはならない存在」として患者の方々の生命維持と社会生活を最優先に、真摯に

経営を継続してきたことによって構築された患者・卸・病院・株主・地域社会等のステークホルダーと

の信頼関係、⑤当社の経営理念に誇りを持ち、患者の方々の生命維持と社会生活を最優先に、一丸となっ

て当社の成長・発展・進化を目指す従業員の存在にあると考えておりますが、当社株式の大量買付をお

こなう者が、かかる当社の企業価値の源泉を理解し、これらを中長期的に確保し、向上させられるのでな

ければ、当社の企業価値・株主共同の利益は毀損されることになります。
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　当社は、このような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない当社株式の大量買付を行う者は、当社

の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量買付に対して

は、必要かつ相当な対抗措置を採ることにより、当社の企業価値・株主共同の利益を確保する必要がある

と考えます。

　

２. 基本方針の実現に資する特別な取組み

(1)　当社の企業価値・株主共同の利益の確保・向上のための取組みについて

　当社は、当社の強みである血液体液用薬を中心とした独創的な医薬品等の開発・供給を通して、患者様

の健康で豊かな生活の向上に貢献する事業活動を展開しております。また、製薬企業としての社会的使命

及び責任を深く自覚し、高い倫理観のもと法令遵守を徹底するとともに、株主をはじめとするステークホ

ルダーの皆さまとの信頼関係の強化に努めることによって、企業価値の向上に重点をおいた経営を推進

しております。

　かかる基本理念のもと、当社は販売・製造・研究開発の３項目を経営の中長期的な重点課題として、そ

の実現に鋭意取り組んでおり、その概要は以下のとおりです。

① 販売に関する施策

• 透析剤トップメーカーとして、透析患者の方々にとって必要不可欠である透析剤の安定供

　　給を最重点課題とし、透析剤、血液ろ過型補液、生理食塩液及び透析関連品の血液凝固阻　

　　止剤、吸着型血液浄化器、透析器などの新たな需要市場を開拓し拡販を推進する。

　• 上市以来１５年に亘りＰＯＣＴ機器（ポイントオブケア検査）市場における確固たる地位

　　の確立を図っているポータブル型血液分析器アイ・スタットについても、院内ネットワー

　　クシステムとの接続を目的としたＣＤＳシステム（セントラル・データ・ステーション）

　　の拡販推進により更なるシェア拡大を図る。

　• 後発薬品市場拡大に即応し、ＤＰＣ制度（診断分類別包括評価支払制度）導入病院を中心

　　に、後発品採用に向けた積極的な営業活動を展開する。

　• 中・長期計画の柱として、現在開発中の口腔内貼付鎮痛剤「ＦＴＢ－８１２７」、大学発

　　ベンチャーとバイオ技術による共同研究開発提携しているがん治療用ワクチン薬の新生血

　　管阻害剤「ＯＴＳ－１０２」などの上市に向けた新たな領域の市場開拓戦略を推進する。

② 製造に関する施策

• 近年の国民医療費抑制策による薬価引き下げに対処するため生産の効率化、製造コストの

　　引き下げへの合理化に徹した設備投資を推進する。

　• 投与機関のニーズに即した、より安全性の高い容器を用いた血液ろ過型補液サブラッドＢ

　　ＳＧを製造する。

　• 信頼性保証本部との連係のもと品質管理を徹底し製品ブランドの信頼性の向上へ総力を傾

　　注する。

　• 研究開発センターとの連携をも含めて、新薬の開発・量産化に備えた体制整備にも鋭意

　　投資を進める。

③ 研究開発に関する施策

　• 新薬の開発期間の短縮はじめ開発コストの低減が製造コストの軽減に直結することを念頭

　　に当社の研究開発センター所属員一丸で業務の効率化に取り組む。

　• 主柱の透析剤、透析関連製剤の患者ニーズに即した新製品開発を進め、成熟市場を活性化

　　する新たな薬剤需要を掘り起こす市場深耕を図るとともに、遺伝子バイオ技術の応用によ

　　る新薬開発で新領域市場の開拓へ鋭意、投資を推進する。

(2)　コーポレートガバナンスの強化

当社は、取締役の業務執行を十分に監視するため、監査役４名のうち３名を社外監査役としておりま
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す。加えて、当社は内部監査室及びコンプライアンス委員会、内部統制室を設置し、これらによる監視・

統制も行っております。

　

３. 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止す

るための取組み　　

当社は、上記1. 記載の基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支

配されることを防止するための取組みの一つとして、平成２１年６月２６日開催の第８６回定時株主総

会（以下「本定時株主総会」といいます。）において、株主の皆様のご承認の下、「当社株式の大量取得

行為に関する対応策（買収防衛策）」（以下「本プラン」といいます。）を導入しました。本プランの概

要は以下のとおりです。本プランは、当社が発行者である株券等について、保有者の株券等保有割合が２

０％以上となる買付けその他の取得、若しくは当社が発行者である株券等について、公開買付けを行う者

の当該公開買付けに係る買付け等後の株券等所有割合及びその特別関係者の当該公開買付けに係る買付

け等後の株券等所有割合の合計が２０％以上となる公開買付け若しくはこれらに類似する行為又はこれ

らの提案（以下「買付等」といいます。）を適用対象とします。

　本プランでは、買付等を行おうとする者（以下「買付者等」といいます。）に対し、事前に当該買付等に

関する情報の提供を求め、独立性の高い社外監査役と有識者等のみから構成される独立委員会が当該買

付等の内容の検討等を行うための手続を定めています。

　独立委員会は、買付者等が本プランにおいて定められた手続に従うことなく買付等を行う場合、当社の

企業価値・株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすおそれがある場合等、本プランに定める要件

に該当する買付等であると判断した場合には、原則として、当社取締役会に対し、買収者等による権利行

使は（一定の例外事由が存する場合を除き）認められないとの行使条件及び当社が買収者等以外の者か

ら当社株式と引換えに新株予約権を取得できる旨の取得条項等が付された新株予約権（以下「本新株予

約権」といいます。）の無償割当てを実施すべき旨の勧告を行います。当社取締役会は、独立委員会の上

記勧告を最大限尊重して、本新株予約権の無償割当て実施又は不実施に関する決議を行います。当社取締

役会が本新株予約権の無償割当ての実施を決議した場合、当社は、本新株予約権をその時点の当社を除く

全ての株主に対して無償割当ての方法により割り当てます。

　本プランの有効期間は、本定時株主総会終結後３年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時株主総会の終結の時までです。但し、その有効期間の満了前であっても、①当社の株主総会において

本プランに係る本新株予約権の無償割当てに関する事項の決定についての取締役会への上記委任を撤回

する旨の決議が行われた場合、又は、②当社取締役会若しくは株主総会により本プランを廃止する旨の決

議が行われた場合には、本プランはその時点で廃止されることとなります。

　

４. 上記各取組みについての取締役会の判断及びその理由

　上記２.「基本方針の実現に資する特別な取組み」に記載した各施策は、当社の企業価値・株主共同の

利益を継続的かつ持続的に向上させるための具体的方策として策定されたものであり、まさに基本方針

の実現に資するものです。従って、これらの各施策は、基本方針に沿い、当社の株主共同の利益に合致する

ものであり、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではありません。

　上記３.「基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されること

を防止するための取組み」に記載した本プランは、当社株券等に対する買付等がなされた際に、当該買付

等に応じるべきか否かを株主の皆様が判断し、あるいは当社取締役会が代替案を提案するために必要な

情報や時間を確保したり、株主の皆様のために買付者等と交渉を行うこと等を可能とすることにより、当

社の企業価値・株主共同の利益を確保するための枠組みであり、基本方針に沿うものです。

　また、本プランは、買収防衛策に関する指針等の要件を充足していること、株主意思を重視するものであ
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ること、取締役の恣意的判断を排除するため本プランの発動及び運用に際しての実質的な判断が独立性

の高い社外監査役と有識者等のみから構成される独立委員会により行われること、合理的な客観的要件

が充足されなければ本プランが発動されないように設定されていること、デッドハンド型やスローハン

ド型の買収防衛策ではないこと等の理由から、本プランは当社の株主の共同の利益を損なうものではな

く、また、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないと考えております。

　なお、以上の詳細につきましては、平成２１年５月２０日付当社プレスリリース「当社株式の大量取得

行為に関する対応策（買収防衛策）の導入について」（当社ウェブサイトhttp://www.fuso-pharm.co.

jp/に掲載しております。）をご参照下さい。

 

(5)研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は１０億７３百万円であります。

なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 94,511,69094,511,690

大阪証券取引所
市場第一部
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は
1,000株であります。

計 94,511,69094,511,690― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

― 94,511,690 ― 10,758 ― 10,000
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(5) 【大株主の状況】

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

ぶどう協和会 大阪市城東区森之宮２丁目３番11号 5,160 5.46

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 4,290 4.54

敷島振興株式会社 大阪市城東区新喜多１丁目10番６号 4,113 4.35

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 3,838 4.06

住友信託銀行株式会社 大阪市中央区北浜４丁目５番33号 3,779 4.00

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１番５号 3,091 3.27

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 2,998 3.17

第一生命保険相互会社 東京都千代田区有楽町１丁目13番１号 2,007 2.12

戸　田　幹　雄 大阪府豊中市 1,855 1.96

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２番１号 1,850 1.96

計 ― 32,985 34.90

(注) １　当第２四半期会計期間末現在における住友信託銀行株式会社の信託業務に係る株式数は、当社として把握する

ことができないため記載しておりません。

２　当社は、自己株式3,911千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合4.14％）を保有しております。なお、

当該株式は、会社法第308条第２項の規定により議決権を有しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

3,911,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

89,232,000
89,232 ―

単元未満株式
普通株式

1,368,690
― ―

発行済株式総数 94,511,690― ―

総株主の議決権 ― 89,232 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が5,000株(議決権5個)含まれてお

ります。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

扶桑薬品工業株式会社
大阪市中央区道修町
一丁目７番10号

3,911,000― 3,911,000 4.14

計 ― 3,911,000― 3,911,000 4.14

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 290 310 330 326 321 305

最低(円) 249 259 290 287 289 266

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部の取引価格によるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第２四半期

連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４

月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツによ

り四半期レビューを受けております。

なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人

トーマツとなっております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,487 3,162

受取手形及び売掛金 20,582 21,214

商品及び製品 5,666 5,322

仕掛品 147 176

原材料及び貯蔵品 820 739

その他 1,186 1,273

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 32,888 31,886

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,651 9,675

土地 11,571 11,571

その他（純額） 4,813 5,402

有形固定資産合計 ※１
 26,035

※１
 26,649

無形固定資産 234 248

投資その他の資産 5,357 5,107

固定資産合計 31,627 32,005

資産合計 64,516 63,891

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,740 11,571

短期借入金 10,193 9,979

未払法人税等 58 46

賞与引当金 771 749

その他の引当金 339 338

その他 5,143 5,085

流動負債合計 28,246 27,769

固定負債

社債 500 550

長期借入金 6,806 5,943

退職給付引当金 703 568

その他の引当金 225 235

その他 3,059 3,052

固定負債合計 11,294 10,350

負債合計 39,541 38,119
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,758 10,758

資本剰余金 15,010 15,010

利益剰余金 4,870 5,720

自己株式 △1,395 △1,392

株主資本合計 29,243 30,097

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 154 60

繰延ヘッジ損益 △84 △46

土地再評価差額金 △4,338 △4,338

評価・換算差額等合計 △4,268 △4,324

純資産合計 24,974 25,772

負債純資産合計 64,516 63,891
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 23,140 23,549

売上原価 16,170 16,320

売上総利益 6,970 7,228

返品調整引当金繰入額 11 3

差引売上総利益 6,959 7,224

販売費及び一般管理費 ※１
 6,608

※１
 7,072

営業利益 350 152

営業外収益

受取利息 11 12

受取配当金 31 19

受取報償金 32 28

その他 73 43

営業外収益合計 148 104

営業外費用

支払利息 145 153

投資事業組合運用損 － 104

その他 98 143

営業外費用合計 244 402

経常利益又は経常損失（△） 254 △145

特別利益

投資有価証券売却益 44 －

投資事業組合運用益 24 －

その他 0 －

特別利益合計 69 －

特別損失

たな卸資産関連損失 ※２
 97 －

固定資産除却損 22 39

固定資産解体費用 － 400

その他 13 3

特別損失合計 133 442

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

190 △588

法人税、住民税及び事業税 19 19

法人税等調整額 361 △28

法人税等合計 381 △9

四半期純損失（△） △190 △578

EDINET提出書類

扶桑薬品工業株式会社(E00953)

四半期報告書

18/31



【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 11,594 11,942

売上原価 8,167 8,346

売上総利益 3,427 3,596

返品調整引当金繰入額 △2 △5

差引売上総利益 3,430 3,601

販売費及び一般管理費 ※１
 3,263

※１
 3,539

営業利益 166 62

営業外収益

受取利息 6 6

受取配当金 0 0

受取報償金 11 27

原材料売却益 6 3

その他 6 21

営業外収益合計 30 59

営業外費用

支払利息 75 80

投資事業組合運用損 － 27

その他 34 86

営業外費用合計 109 194

経常利益又は経常損失（△） 87 △73

特別利益

投資事業組合運用益 △58 －

その他 0 －

特別利益合計 △58 －

特別損失

たな卸資産関連損失 ※２
 39 －

固定資産除却損 2 16

その他 2 3

特別損失合計 44 20

税金等調整前四半期純損失（△） △16 △93

法人税、住民税及び事業税 10 10

法人税等調整額 146 △36

法人税等合計 156 △26

四半期純損失（△） △173 △67
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

190 △588

減価償却費 1,049 1,092

投資有価証券売却損益（△は益） △44 －

投資事業組合運用損益（△は益） △24 104

固定資産除却損 21 39

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6 △0

賞与引当金の増減額（△は減少） 100 22

退職給付引当金の増減額（△は減少） 78 135

受取利息及び受取配当金 △42 △32

支払利息 145 153

売上債権の増減額（△は増加） 339 631

たな卸資産の増減額（△は増加） △246 △395

仕入債務の増減額（△は減少） 1,148 169

その他 △386 388

小計 2,321 1,721

利息及び配当金の受取額 41 27

利息の支払額 △154 △150

法人税等の支払額 △81 △14

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,126 1,584

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,033 △748

投資有価証券の取得による支出 △20 －

投資有価証券の売却による収入 68 －

定期預金の預入による支出 △550 △800

定期預金の払戻による収入 － 700

その他 110 △387

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,423 △1,235

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 330 △36

長期借入れによる収入 2,300 2,650

長期借入金の返済による支出 △1,293 △1,536

社債の償還による支出 △500 △50

自己株式の売却による収入 1 0

自己株式の取得による支出 △14 △3

リース債務の返済による支出 － △0

配当金の支払額 △271 △269

財務活動によるキャッシュ・フロー 551 753

現金及び現金同等物に係る換算差額 11 △26

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,266 1,074

現金及び現金同等物の期首残高 4,692 3,162

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 5,958

※１
 4,237
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【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

（四半期連結貸借対照表関係）

財務諸表等規則等の一部を改正する内閣府令（平成20年８月７日内閣府令第50

号）が適用となることに伴い、前第２四半期連結会計期間において、「商品」「製

品」「半製品」「原材料」「仕掛品」として区分掲記されたものは、当第２四半

期連結会計期間において、「商品及び製品」「仕掛品」「原材料及び貯蔵品」に

区分掲記しております（半製品については「商品及び製品」に含めて表示してお

ります）。なお、前第２四半期連結会計期間の「商品及び製品」「仕掛品」「原材

料及び貯蔵品」は、それぞれ4,721百万円、118百万円、627百万円であります。

　

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」

の「その他」に含めて表示しておりました「定期預金の払戻による収入」は、当

第２四半期連結累計期間において、「定期預金の払戻による収入」として表示し

ております。なお、前第２四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「その他」に含まれる「定期預金の払戻による収入」は125百万円であ

ります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　  43,258百万円※１　有形固定資産の減価償却累計額　  44,478百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

※１販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりで

あります。

※１販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりで

あります。

　荷造運送費　　　　　　　　　　　　　1,138百万円 　荷造運送費　　　　　　　　　　　　　1,122百万円

　給料　　　　　　　　　　　　　　　　1,202　〃 　給料　　　　　　　　　　　　　　　　1,154　〃

　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　　351　〃 　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　　331　〃

　その他の引当金繰入額　　　　　　　　　 10　〃 　その他の引当金繰入額　　　　　　　　　　7　〃

　退職給付費用　　　　　　　　 　　　　　98　〃 　退職給付費用　　　　　　　　 　　　　 115　〃

　減価償却費　　　　　　　　　　　　　  126　〃 　減価償却費　　　　　　　　　　　　　  119　〃

　研究開発費　　　　　　　　　　　　　1,595　〃 　研究開発費　　　　　　　　　　　 　 2,155　〃

※２ヘパリンナトリウム製剤の自主回収による処分損

に回収および廃棄費用等を含め、受取損害保険金を控除

しております。

─

　

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

※１販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりで

あります。

※１販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりで

あります。

　荷造運送費　　　　　　　　　　　　　　569百万円 　荷造運送費　　　　　　　　　　　　　　561百万円

　給料　　　　　　　　　　　　　　　　　601　〃 　給料　　　　　　　　　　　　　　　　　565　〃

　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　　154　〃 　賞与引当金繰入額　　　　　　　　　　　151　〃

　その他の引当金繰入額　　　　　　　　　  5　〃 　その他の引当金繰入額　　　　　　　　　　3　〃

　退職給付費用　　　　　　　　 　　　　　49　〃 　退職給付費用　　　　　　　　 　　　　  57　〃

　減価償却費　　　　　　　　　　　　　   65　〃 　減価償却費　　　　　　　　　　　　　   60　〃

　研究開発費　　　　　　　　　　　　　　788　〃 　研究開発費　　　　　　　　　　　  　1,073　〃

※２ヘパリンナトリウム製剤の自主回収による処分損

に回収および廃棄費用等を含め、受取損害保険金を控除

しております。

─

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

※１ 現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間

末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係（平成20年９月30日現在）

※１　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間

末残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されている

科目の金額との関係（平成21年９月30日現在）

　 　

   現金及び預金 5,958百万円　 　現金及び預金 4,487百万円　

   現金及び現金同等物 5,958百万円　 　預入期間が３か月超の定期預金 △250　〃 　

　 　 　 　現金及び現金同等物 4,237百万円　
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１

日　至　平成21年９月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 94,511,690

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,911,899

　

　

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年6月26日
定時株主総会

普通株式 271 3.00平成21年３月31日平成21年６月29日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年11月6日
取締役会

普通株式 271 3.00平成21年９月30日平成21年12月7日 利益剰余金

　

（リース取引関係）

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のも

のについては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っておりますが、当四半期連結会

計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載

しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著し

い変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著し

い変動がありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年7月1日　至　平成20年9月30日)

　

　
　

医薬品事業 不動産事業 計(百万円)
消去又は
全社 連結(百万円)

　 　 （百万円） （百万円） 　 （百万円） 　

　
　　　売上高 　 　 　 　

　

　
　　(1)外部顧客に
　　　　対する売上高

11,527 66 11,594 ― 11,594

　
　　(2)セグメント間の内部
　　　　売上高及び振替高

― 1 1 (1) ―

　
計 11,527 68 11,596 (1) 11,594

　
      営業利益 141 26 167 (1) 166

　(注)１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

　　　２　各区分の主な製品

　　　　(1) 医薬品事業…輸液を中心とする注射剤や人工腎臓透析液などの医療用医薬品及び医療用機械器具

　　　　(2) 不動産事業…不動産の賃貸

　　　３ 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」の会計処理基準に関する事項の変更に記

載のとおり、第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」 (企業会計基準委員会平成

18年７月５日　企業会計基準第９号) を適用しております。 

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、医薬品事業の当第２四半期連結会計期間の営業利益が4百万円

増加しております。 

　　　４ 「追加情報」の有形固定資産の耐用年数の変更に記載のとおり、当社の機械装置の医薬品製造設備については、

従来、耐用年数を７年としておりましたが、「減価償却資産の耐用年数等に関する省令の改正」を契機として

資産の利用状況を見直した結果、第１四半期連結会計期間より８年に変更しております。 

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、医薬品事業の当第２四半期連結会計期間の営業利益が26百万

円増加しております。

　

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年7月1日　至　平成21年9月30日)

　

　
　

医薬品事業 不動産事業 計(百万円)
消去又は
全社 連結(百万円)

　 　 （百万円） （百万円） 　 （百万円） 　

　
　　　売上高 　 　 　 　

　

　
　　(1)外部顧客に
　　　　対する売上高

11,882 60 11,942 ― 11,942

　
　　(2)セグメント間の内部
　　　　売上高及び振替高

― 1 1 (1) ―

　
計 11,882 61 11,944 (1) 11,942

　
      営業利益 38 24 63 (1) 62

　(注)１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

 ２　各区分の主な製品

　　(1) 医薬品事業…輸液を中心とする注射剤や人工腎臓透析液などの医療用医薬品及び医療用機械器具

　　(2) 不動産事業…不動産の賃貸
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前第２四半期連結累計期間(自　平成20年4月1日　至　平成20年9月30日)

　

　
　

医薬品事業 不動産事業 計(百万円)
消去又は
全社 連結(百万円)

　 　 （百万円） （百万円） 　 （百万円） 　

　
　　　売上高 　 　 　 　

　

　
　　(1)外部顧客に
　　　　対する売上高

23,009 131 23,140 ― 23,140

　
　　(2)セグメント間の内部
　　　　売上高及び振替高

― 2 2 (2) ―

　
計 23,009 133 23,143 (2) 23,140

　
      営業利益 305 47 352 (2) 350

　(注)１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。　

　　　２　各区分の主な製品

　　　(1) 医薬品事業…輸液を中心とする注射剤や人工腎臓透析液などの医療用医薬品及び医療用機械器具

　　　(2) 不動産事業…不動産の賃貸

　　　３ 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」の会計処理基準に関する事項の変更に記

載のとおり、第１四半期連結会計期間から、「棚卸資産の評価に関する会計基準」 (企業会計基準委員会平成

18年７月５日　企業会計基準第９号) を適用しております。 

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、医薬品事業の当第２四半期連結累計期間の営業利益が20百万

円減少しております。 

　　　４ 「追加情報」の有形固定資産の耐用年数の変更に記載のとおり、当社の機械装置の医薬品製造設備については、

従来、耐用年数を７年としておりましたが、「減価償却資産の耐用年数等に関する省令の改正」を契機として

資産の利用状況を見直した結果、第１四半期連結会計期間より８年に変更しております。 

　この結果、従来の方法によった場合に比べて、医薬品事業の当第２四半期連結累計期間の営業利益が51百万

円増加しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年4月1日　至　平成21年9月30日)

　

　
　

医薬品事業 不動産事業 計(百万円)
消去又は
全社 連結(百万円)

　 　 （百万円） （百万円） 　 （百万円） 　

　
　　　売上高 　 　 　 　

　

　
　　(1)外部顧客に
　　　　対する売上高

23,428 121 23,549 ― 23,549

　
　　(2)セグメント間の内部
　　　　売上高及び振替高

― 2 2 (2) ―

　
計 23,428 123 23,551 (2) 23,549

　
      営業利益 106 47 154 (2) 152

　(注)１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。　

 ２　各区分の主な製品

　(1) 医薬品事業…輸液を中心とする注射剤や人工腎臓透析液などの医療用医薬品及び医療用機械器具

　(2) 不動産事業…不動産の賃貸
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

  在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

  在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年9月30日）

　在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　海外売上高が、連結売上高の１０％未満のため、記載を省略しております。

　

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　海外売上高が、連結売上高の１０％未満のため、記載を省略しております。

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　海外売上高が、連結売上高の１０％未満のため、記載を省略しております。

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　海外売上高が、連結売上高の１０％未満のため、記載を省略しております。

　

　

　

　

EDINET提出書類

扶桑薬品工業株式会社(E00953)

四半期報告書

26/31



(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 275.66円
　

　 　

　 284.43円
　

　

２  １株当たり四半期純損失金額

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額 2.10円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純損失金額 6.39円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(百万円) 190 578

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 190 578

普通株式の期中平均株式数(千株) 90,659 90,604

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額 1.91円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純損失金額 0.74円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(百万円) 173 67

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─ ─

普通株式に係る四半期純損失(百万円) 173 67

普通株式の期中平均株式数(千株) 90,647 90,602
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

２ 【その他】

平成21年11月6日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　　（イ）中間配当による配当金の総額　　・・・・・271百万円

　　（ロ）１株当たりの金額　　　　　　・・・・・・３円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成21年12月7日

　　（注）平成21年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月11日

扶桑薬品工業株式会社

取締役会  御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    武　　田　　宗　　久    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　　嶋　　康　　介    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    髙　　﨑　　充　　弘    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている扶桑

薬品工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、扶桑薬品工業株式会社及び連結子会社の平成

20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月10日

扶桑薬品工業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　　嶋　　康　　介    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    髙　　﨑　　充　　弘    印

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている扶桑

薬品工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、扶桑薬品工業株式会社及び連結子会社の平成

21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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